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危機・防災対策課 

 

(1) 自主防災組織の支援 

大規模な災害が発生した場合に、その初動期において大きな役割を果たすのが「共助」の

中枢となる自主防災組織であることから、組織の充実、活性化のための指導、助言を行い、

自主防災組織が行う防災訓練及び研修等を支援するとともに、活動費の補助を行いました。 

また、令和2年度から防災士資格取得に係る経費の一部に補助を行いました。 

 

(2) 災害用備蓄品の充実整備 

   災害発生時に備え、粉ミルクや液体ミルク、防災毛布、医療用救護器具等の防災備蓄品を

計画的に整備しました。 

また、避難所における新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、マスク、手指消毒液、

間仕切りテント、非接触体温計等を購入しました。 

さらに、大規模災害時に避難所と災害対策本部等との情報連携を図るため、避難者管理用

タブレットを購入しました。 

 

(3) 防災協定の充実 

災害時における道路、河川等の公共施設の機能確保並びに復旧作業を行うため、令和2年6

月に（一社）城陽防災協会と「災害発生時における応急作業等の協力に関する協定」を締結

しました。 

また、大規模災害等発生時に段ボールベッド等の供給を行うため、令和2年8月にセッツカ

ートン（株）、Ｊパックス（株）と「災害発生時における応急生活物資の供給に関する協定」

を、王子コンテナー（株）と「災害時等における物資供給等防災に関する協力協定」を締結

しました。 

さらに、災害発生時における市と市内郵便局の相互協力を図るため、令和2年10月に市内10

郵便局と「城陽市と城陽市内郵便局との包括的連携に関する協定」を、また、指定緊急避難

場所だけでは不足する場合等における宿泊施設の提供を行うため、（株）ロゴスコーポレー

ションと「災害時等における宿泊施設の提供等に関する協定」を締結しました。 

 

(4) 同報系防災行政無線の整備 

災害及び武力攻撃事態等における住民への情報伝達手段の飛躍的な向上を図るため、同報

系防災行政無線について令和3年度運用開始に向けた整備工事が完了しました。 

また、防災リーダー等への戸別受信機の貸与を行いました。 
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(5) 防犯に関する業務  

   犯罪の抑制等、安全で住みよい地域社会の実現に向けた地域の防犯活動の取組を支援する

ため、「防犯カメラ設置補助金交付事業」において、2自治会が設置した4台の防犯カメラの

設置費用に対して、補助を行いました。 

 

(6) 新型コロナウイルス感染症対策に関する業務 

各部局の支援施策を取りまとめ、「新型コロナウイルス感染症関連の支援について」のチ

ラシを発行しました。市内の各行政情報資料コーナーへの配架を行うとともに、市内金融機

関の協力を得て配布を行うことで市民に対して広く周知しました。 

また、令和元年度に引き続き城陽市新型コロナウイルス感染症対策本部において、市主催

イベント等の中止及び公共施設の休館等、新型コロナウイルス感染症対策の検討を行いまし

た。 









【別表1】同報系防災行政無線整備事業

(危機・防災対策課）　別表

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

人件費 5,700,000

委託料 5,419,212

工事請負費 200,540,800

備品購入費 1,516,900

合計 213,176,912

0 212,900,000 0 276,912
同報系防災行政無線整備
工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等
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